
2 熊本の子供たちに、これからの社会を創り、
未来を豊かに生きていくための力を！
～教育活動の質を向上させ、学習効果の最大化を目指すカリキュラム・マネジメントの推進～

	本章の概略
●�　「カリキュラム・マネジメント」という言葉が、学校で語られることはありますか。
変化の激しい社会を生き抜く子供たちには、社会の様々な課題や問題に、いろいろな知
識や技能を使って解決し、納得できる答えや妥当な答えを見つける力などが、ますます
大切になります。そのためにも、学校全体で学校教育を通じてよりよい地域社会を創る
という目標を共有することが大切になってきます。

●�　カリキュラム・マネジメントの取組により、一人一人の子供たちが、目の前の学びを
通して、自らの学びをマネジメントし、「『学ぶ意味』を問いながら、『能動的に学び続
ける力』を身に付けていく」という、「熊本の学び」の理念を実現することが期待され
ます。

●�　本章では「つなぐ」をキーワードに、カリキュラム・マネジメントを推進するため、
改善・充実の好循環を生み出す「ＰＤＣＡサイクル」をベースに、次に示す三つの重点
について、各学校で取り組む具体例を含め説明します。

重点１　すべての教職員が連携・協働し、目指す子供たちの姿を思い描きましょう

重点２　目指す子供の姿を五者で共有しましょう

重点３　教育活動を定期的に振り返り、更なる充実につなげましょう

まずは、カリキュラム・マネジメントについて整理しましょう

Ｑ１　カリキュラム・マネジメントとは何ですか？

カリキュラム・マネジメントの三つの側面である、
　　①教科等横断的な視点での教育内容等の組み立て
　　②教育課程の評価・改善
　　③人的・物的な体制の確保
　　　を通して各学校の教育活動の質の向上を図っていく営みです。
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２
章

Ｑ２　なぜカリキュラム・マネジメントが求められているのですか？

Ｑ３　カリキュラム・マネジメントでは具体的に何をすればいいのですか？

Ｑ４　カリキュラム・マネジメントを推進する上でのポイントは何ですか？

※�グランドデザイン：各学校の教育の全体構想。どのような学校を目指して、子供たちに、どんな力を、どのような手立てで年間を通
じて付けていくのか分かりやすく示したもの。

○�　グローバル化や情報化などにより、これからの社会がどんなに変化して予測
困難な時代になっても、子供たちにはそのような時代をしっかりと生きていく
ための資質・能力を身に付けさせなければいけません。
○�　そのため、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、ど
のような資質・能力を身に付けられるようにするのかを明確にしながら、社会
との連携・協働により「社会に開かれた教育課程」を実現することが重要とな
ります。
○�　その鍵となるのがカリキュラム・マネジメントです。学校においては、育成
を目指す資質・能力を踏まえた学校教育目標を明確に示し、それらを子供も含
めた五者（学校、子供、家庭、地域、行政）で共有及び連携・協働し、教育活
動の質の向上を図りながら実現を目指していくことが求められます。

○�　詳しくは、各項目で述べますが、簡単に言うと、Ｑ２に記載の理由をしっか
りと踏まえた上で、
　①子供、学校、地域等の実態把握及び分析
　②自校の子供たちに重点的に育成を目指す資質・能力及び学校教育目標の設定
　③その実現に向けたグランドデザイン（※）の策定や教育課程の編成
　④�それらを子供も含めた五者（学校、子供、家庭、地域、行政）による共有
と、連携・協働による教育課程の実施

　⑤教育課程実施状況等の定期的な評価・改善　����������を行います。

○�　最も大切なことは、管理職だけでなく全教職員で連携・協働し、五者（学
校、子供、家庭、地域、行政）が一体となって進めていくことです。� �
　まずは全教職員で、子供たちの課題や地域から求められていることは何か、
子供たちに必要な資質・能力は何か、そのために、どういう手立てが必要かな
どについて考え、議論し、それらを明確にした学校のグランドデザインを作成
し、共有することが大切です。� �
　そうすることで、教職員の一人一人が、学校が目指す教育や資質・能力を意
識して日々の授業等の改善・充実に向けて取り組むことができ、学校教育活動
全体の質の向上につながることが期待できます。� �
　さらに、学校が目指す教育や資質・能力等がグランドデザインとして、家
庭、地域、行政そして子供たちとも共有されることで、更に大きな力となって
働くことが期待されます。
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次に、育成を目指す資質・能力について整理しましょう

Ｑ５�　それぞれの学校で重点的に育成を目指す資質・能力とはどのようなものが考えられますか？

Ｑ６　なぜ、教科等横断的な資質・能力の育成が重要視されているのですか？

　例えば、国語力、英語力などのように、教科等の枠組みを踏まえながら育成を
目指す資質・能力の他に、教科等横断的に育成を目指すものとしては次のような
資質・能力があります。
■学習の基盤となる資質・能力
　・「言語能力」「情報活用能力（情報モラルを含む。）」
　・「問題発見・解決能力」等
■現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力
　・「健康・安全・食に関する力」「新たな価値を生み出す豊かな創造性」
　・�「地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力」
　・「自然環境や資源の有限性等の中で持続可能な社会をつくる力」
　・「豊かなスポーツライフを実現する力」等
　　また、次のような資質・能力を設定している学校もあります。
　・「責任感（与えられた仕事を最後までやり遂げることができる）」
　・「学習意欲（自分で計画を立てて家庭学習に取り組むことができる）」
　・「地域貢献の精神」「思いやりややさしさ」
　・「自分をコントロールする能力」「多様な集団の中で協働できる能力」
　・「郷土への愛着と世界へ目を向ける国際感覚」等
　各学校では、子供たちの課題や地域の実態等を踏まえ、自校の子供たちに育成
を目指す資質・能力を設定してください。

○�　「資質・能力の育成」について、図に表してみると、次のようなイメージです。　　

・�　縦向きの矢印は、「各教科ならでは」の教科の本質に迫る学習を通して各教
科等で育まれる資質・能力。
・�　横向きの矢印は、一教科に限定せず様々な教科・領域等で総合的に育成して
いく汎用的な資質・能力。
○�　急激な社会の変化に対応できる、このような汎用的な資質・能力は、一教科
で限定的に育まれるものではないことから、改めて教科等横断的な視点で教育
課程全体を見渡して育んでいくことが重要となっています。
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２
章

重点１　�すべての教職員が連携・協働し、目指す子供たちの姿を思い�
描きましょう

●�　校長が経営の責任者として、「この学校を○○のようにしたい」「こんな子供たちを育
てたい」という情熱ある思いが示される中、全教職員で、未来のことを思い描くこと
は、楽しいものです。自校の子供たちを目の前にして、これからの社会を生きていくた
めに大切にしていかなければいけないことは何なのか、考えることはわくわくするはず
です。

●�　一方で、「育成を目指す資質・能力」は何なのか、その育成のためにはどういう手立
てを講じるのか、などを明確にした学校の「グランドデザイン」の作成になると、イ
メージがもちにくく、自校の学校教育目標や計画を設定する作業がとても大変だと感じ
るかもしれません。

●�　そこで、現在、各学校で設定されているＰＤＣＡサイクルを整理してみましょう。こ
のことは、教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す「カリキュラム・
マネジメント」の実現につながる作業となります。

●�　改善・充実の好循環を生み出すためには、一つ一つの取組や資源、関係者をつなぐこ
とから始めることで、取組や役割などの関係性が分かってきます。その過程で、教育活
動に重なりがあったり、不足があったり、選択が必要であったりすることが明らかにな
ります。

【つなぐ例】□　学校の実態とつながりのある計画を立てる。
　　　　　　□　学校の今までの取組と、これからの計画及び取組をつなぐ。
　　　　　　□　資質・能力を育むために、教科等横断的な視点で、単元と単元をつなぐ。
　　　　　　□　学校教育目標や学校経営方針などを共有し、五者がつながりをもつ。
　　　　　　□　教育内容と、地域の人的資源や物的資源をつなぐ。
　　　　　　□　幼・保等、小、中、高の各学校段階が連携し、それぞれの教育をつなぐ。
　　　　　　□　実践の成果と課題を評価し、次の実践や改善につなぐ。

●�　その一つ一つを整理し、意図的・計画的に再構築することで、効率化・重点化が図ら
れ、教職員や子供たちの自己効力感や達成感が得られることにつながります。その過程
を繰り返すことで、改善・充実の好循環が生み出されます。図１が、改善・充実の好循
環を生み出す「ＰＤＣＡサイクル」です。なお、このサイクルは年間だけでなく、単元
などのまとまりでも実施することが可能です。

図１　改善・充実の好循環
を生み出す「ＰＤＣＡサイ
クル」
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●　�この図中でのポイントは３点あります。
　・�一つ目は、「計画（Ｐ）」の立案です。計画立案前の「調査（Ｒ）」も含め、学校総体
として全教職員が参画・協働して取り組むこと。

　・�二つ目は、「実行（Ｄ）」前の、計画の「共有（Ｓ）」です。計画を実行に移すために
は、何を目指すのか、何をするのか共有すること。

　・�三つ目は、「評価（Ｃ）」です。改善・充実の好循環を生み出すためには、実施状況や
結果の適切な評価を行うこと。

●�　本取組の重点１で、図１中の調査から計画の箇所を、重点２で、計画から実行の間の
共有に関する箇所を、重点３で、評価から改善における共有の箇所を示していきます。
さあ、熊本の未来の創り手となる子供たちに向けての扉をひらきましょう。

（１）目標や計画を設定する上でのポイント
　　○何のために作成するのか、目的を全教職員が共有する。
　　○全教職員で意見を出し合う場や時間を確保する。
　　○ワークショップ等、全教職員が意見を出し合える方法を工夫する。
　　○子供、家庭、地域の実態や願い及び行政の方針等を踏まえる。

（２）目標や計画設定の手順
○調査（Ｒ）……学校、子供、地域等の実態把握及び分析
　　　　　手順①　�次年度の４月からカリキュラム・マネジメントがスタートできるよ

うに、年度内に実態把握及び分析を行い、計画（Ｐ）を立てる。

【収集する情報の例】
・�子供たちの姿や学校、家庭、地域の願い（全国学力・学習状況調査や熊本県
学力・学習状況調査の結果、児童生徒や保護者へのアンケート、学校評価、
教育活動の反省等）

・�積み重ねられた教育実践（先生方のアイディア、学校文化、児童生徒会の活
動、校内研修の取組等）

・学校、家庭、地域等の人的、物的資源の実情
・地域における学校間の情報共有（目指す姿や課題等）
・前年度に整理された成果や課題を踏まえた次年度の方向や方策

計画（Ｐ）へ続く

　学校評価等をもとに、例えばレー
ダーチャートを作成すると、課題が分
かりやすくなります。
　各チーム ( ○○部 ) ごとに、課題と
その要因を出し合いましょう。

　情報を収集したら、学校の「強み」「弱
み」を整理しましょう。

　学校教育の目的や目標に照らして、
学校や子供たちが直面している課題を
明確にします。

　次年度の準備に余裕がもてるように、意図的・計
画的に再構築し、効率化・重点化を図りましょう。

− 15−



２
章

○計画（Ｐ）……学校教育目標等の策定及び教育課程の編成
　　　　　手順①　�五者で共有できる明確な学校教育目標を設定

　　　　　手順②　目標達成のために重点的に育成を目指す資質・能力を設定

【各学校の設定例】
多様な集団で協働できる力、未来を予測できる力、言語能力、情報活用能力、
問題発見・解決能力、健康・安全・食に関する力、論理的思考力、創造性、共
感できる力、考えて行動できる力、やり抜く力、自立性（自律性）、社会性（コ
ミュニケーション能力）　等

　　　　　手順③　�達成に向けた学校経営の全体構想図(グランドデザイン)を作成� �
※校長のリーダーシップの下、全教職員が関わる

　　　　　手順④　�手順②で設定した資質・能力を育成し、学校教育目標を達成できる
ように教科等横断的な視点で教育課程を編成

〇共有（Ｓ）・実行（Ｄ）……目標達成に向けた教育課程の共有、実施

重点３（２）へ

重点的に育成を目指す資質・能力の設定の例

　目指す児童生徒の姿に
は、どのような資質・能
力が必要ですか？

　児童会や生徒会とも話し
合う機会を設けましょう。

　五者で共有できるような分かりやすい言葉で示しましょう。
また、目指す児童生徒像を具体的に示すことで、子供も理解し
やすい達成したいと思える目標につながります。

　具体化した文章で示し、共有し
やすい表現にする。

　学校教育目
標と総合的な
学習の時間の
つながりを検
討する。

　ワークショップ等の機会を設け
て、教職員同士で、重点的に育成
を目指す資質・能力の明確化を図
りましょう。

　学校評価や学力・学習状況調査等
から把握した実態を参考に、児童生徒
に育成すべき資質・能力を設定する。

　目指す児
童生徒像や
学校の教育
目標の実現
につながる
資質・能力か
考えて設定
する。
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　学校教育目標と重点的に育成を目指す資質・能力、その具体として目指す子
供の姿がつながっていることが大切です。
　学校教育目標が知・徳・体のみで示され、つながりが分かりにくくなってい
ませんか。

　学校教育目標と目指す子供の姿が、重点取組事項とつながると、教科等横断
的な視点がもて、意識した実践につながり、一年間の育ちが分かりやすく、検
証や改善に向けた工夫もできるようになります。

　家庭、子供と学
校の組織や取組の
つながりを示すこ
とで、目標達成に
向けて連携した取
組が推進されます。

【グランドデザインのイメージ例】
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　身に付けさせたい資質・能力が家庭、地域と共有しやすい表現で示されてい
ます。同時に、教職員が教科等横断的な視点で資質・能力を育成できるように
具体的な文章で補足されています。

【グランドデザインの参考例】　水俣市立水俣第一小学校
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　身に付けさせたい資質・能力が、「～生徒」といったような目指す姿として示
されています。また、各部による取組に加え、評価すべきチェック項目が客観
的に把握できる内容で設定されています。

【グランドデザインの参考例】　益城町立益城中学校
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２
章

重点２　目指す子供の姿を五者で共有しましょう

●�　「子供たちにどのような力を付けるのか」といった資質・能力を踏まえた学校教育目
標や計画を設定すれば、次は、どのように共有していくかということが大切なポイント
になります。教育活動の質の向上を図るために、学校、子供、家庭、地域、行政がつな
がり、連携・協働するチームとしての取組が求められています。そのために、まずは、
学校経営の方針やグランドデザイン等を教職員間で共通理解し、子供、保護者及び地域
の方にも繰り返し伝え、共有を図っていきましょう。

（１）共有する上でのポイント
　　○�誰もが学校の目指す教育を具体的にイメージできる学校教育目標になるよう、簡潔

で分かりやすい表現を用いる。
　　○�「学校教育目標を実現した子供の姿」を具体化して、五者で共有する。
　　○�五者のそれぞれと共有するための時間や場を設定する。
　　　（懇談会、ホームページ、学校運営協議会等）
　　○�学校内外で行われる行事等の際は、目指す子供像を共有するための準備や体制を工

夫する。

（２）学校・子供・家庭・地域・行政をつなぎ、共有するために
●�　「学校教育目標を実現した児童生徒の姿は？」「その姿を実現するためには？」等につ
いて年度当初にワークショップ等、話し合う場を作り、それぞれの教職員が学校教育目
標の実現に向けたイメージを具体化して共有します。そのような取組を通して、一人一
人の教職員が、学校教育目標の実現を「自分ごと」として捉え、主体的に学校づくりに
参画していくことにつながっていきます。

●�　ワークショップ等は年度当初、あるいは目的に応じて、長期休業日に行ったり、年度
末に行ったりしましょう。

【教職員間の共有例】～「学校教育目標について話し合う」ワークショップ～

　教職員間で学校の目指す教育を共有するために「学校教育目標や育てたい力について
話し合う」ワークショップを行いました。（大津町立大津南小学校）
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●�　それぞれの教職員が、共有した「姿」や「力」を踏まえた実践を行うことで、それぞ
れの授業や学級、校務分掌における取組と、学校教育目標の実現とのつながりをイメー
ジできるようになります。

●�　また、教科等横断的な視点による教育課程の編成は、「育成を目指す資質・能力」の
観点から工夫する必要があり、そのことを意識することで、より効果的な編成ができる
ようになります。

●�　育成を目指す資質・能力を児童生徒と共有することで、より大きな効果を上げること
ができます。例えば、「共感力」を「思いやり」という分かりやすい言葉で言いかえた
り、子供が「共感力」を働かせたときに、その姿を取り上げて「共感力が高まっている
ね」と声をかけたりすれば、低学年の児童とも共有することができます。

【児童生徒との共有例】　　～生徒会の活動と共に～

　先生が育てたい力を生徒がどのように捉えているの
か、生徒会がアンケートを実施してその結果を分析し
ました。生徒集会でその結果を発表して生徒同士で話
し合うことで、生徒自身が「育てたい力」について考
え、「自分ごと」として捉える良い機会にすることが
できました。
　生徒たちは、その後、授業や行事などにおける自分
たちの学びを「育てたい力」の観点で振り返り、自ら
学びの質を高めていくことができるようになりま
した。
（和水町立菊水中学校）

「育成を目指す
資質・能力」
をイメージし
て、単元と単
元のつながり
を考えること
がポイントで
す。

単元配列表の作成例について、くわしくはＰ59～をご覧ください。

生徒集会で、生徒自身が
「育てたい力」について
考える
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２
章

●�　また、ＰＴＡ総会や学校運営協議会など学校が保護者や地域の方に話す機会に、「育
成を目指す資質・能力」についての話題を分かりやすく、繰り返し取り上げていくこと
で、子供たちだけでなく、保護者や地域の方とも目指す子供の姿を共有できるようにな
ります。

●�　家庭や地域に向けて発信する際も、「育てたい力」のような分かりやすいフレーズを
用いながら、繰り返し発信することで、学校が目指す教育について保護者や地域が理解
を深め、それぞれの立場で実践をすることができ、目標や目的が明確な連携・協働した
取組につなげることができます。

●�　地域の方と合同で行う活動についても、「育てたい力」を地域の方に事前に説明し、
目指す子供の姿を共有しながら取り組むことで、資質・能力が育まれる活動にすること
ができます。

【保護者・地域との共有例】　～通信等を通して発信～

【保護者・地域との共有例】　～地域の活動にボランティアとして参加～

　地域で行われているマラソン大会で、地域の行事
に貢献するためにボランティア活動を行ってい
ます。
　本年度は、ボランティア活動を通して「共感力」
を育てることを児童や地域の方と共有し、学校教育
目標の実現につながる充実した活動にすることを目
指しています。
（玉名市立横島小学校）

地域の行事に参加

　年度当初のＰＴＡ総会や学校運営協議
会等において、グランドデザインを「育
てたい力」に焦点化して具体的に説明す
ることで、保護者や地域に分かりやすく
紹介しています。
（玉名市立玉水小学校）

　ＰＴＡ新聞や学校便り、ホームページ
等において「育てたい力」をキーワード
として、繰り返し発信することで、年間
を通した共通の話題にしています。
（玉名市立横島小学校）

ＨＰを使って発信通信の一部を使って発信
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重点３　教育活動を定期的に振り返り、更なる充実につなげましょう

●�　子供たちの学びの姿や教育活動の実施状況を振り返り、改善・充実を図りながら教育
活動や学校運営に取り組むことで、教育活動の質が高まっていきます。教育活動や学校
運営の改善・充実を図るためには、学校評価をカリキュラム・マネジメントと関連付け
ながら複数回実施する必要があります。そのためには、評価の観点に教育課程に関する
項目を位置付けたり、改善を見通して評価を定期的に実施したりするなど教育活動と学
校評価がつながっていることが大切です。

（１）　学校評価を実施する上でのポイント
～評価項目～
　�　評価項目に、教育課程・学習指導に係る項目、教育課程を効果的に実施するための人
的又は物的な体制の確保の状況、ＰＤＣＡサイクルの実施状況など、カリキュラム・マ
ネジメントの推進状況を加えます。評価項目は、学校経営の構想や教育課程の編成方針
と整合性・関連性を図りましょう。また、評価項目については、「学校評価ガイドライ
ン」を参考に作成してもよいでしょう。

～評価の実施時期～
　�　評価結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずることができるよう
に、ＰＤＣＡサイクルの中に、複数回の評価を位置付けましょう。評価は定期的に実施
し、結果等から教育目標の実現状況や教育課程の実施状況を確認、分析して課題となる
事項を見いだし、改善方針を立案して実施していくことが求められます。また、次年度
の計画を作成する時期に実施し、評価の結果を次年度の取組に反映することも大切
です。行事後の評価、日常の教育活動の評価及び学力調査後の評価など、学校の実態に
応じて工夫しましょう。

～評価の対象者～
　�　学校、子供、家庭、地域、行政（五者）が、協働して子供の教育に取り組む意識を高
めるために、それぞれに応じた内容でアンケート等を実施することも効果的です。

～評価の公表と改善～
　�　授業参観、説明会、学校便り、学年便り、学級便り、ホームページ等を活用し、日常
的かつ積極的に情報提供しましょう。また、次への改善はどうするのか、計画を立て実
施することも重要です。

「学校評価ガイドライン[平成28年改訂]」（文部科学省）
・具体的にどのような評価項目・指標等を設定するかは各学校が判断
・評価項目等の設定について、検討する際の視点が12分野にわたり例示
・�各学校は、例示された項目を網羅的に取り入れるのではなく、その重点目標を達成するために
必要な項目・指標等を精選して設定
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（２）　学校評価の流れ（改善・充実のために）
重点１（２）より

○実行（Ｄ）

○評価（Ｃ）……実態に応じた計画的な学校評価
　　　　　手順①　�評価時期における評価の実施（Ｃ）

【学校評価例】
　・�各教科等の授業の状況、教育課程等の状況、職場体験活動の実施状況等の

アンケート、子供や保護者へのアンケート　等

〇共有（Ｓ）・改善（Ａ）……結果の共有（公表）、次への改善
　　　　　手順①　�学校評価の結果の共有（Ｓ）

【共有の場】
　授業参観などの学校公開時
　地区懇談会、学校運営協議会、全校集会等
　各種便り（学校便り、学年便り、学級便り等）

　　　　　手順②　�次に向けての改善（Ａ）＊評価項目を含む
〇調査（R）、計画へ（P）……改善に向けた調査、改善された計画
（　P15に戻る　）

教育活動の評価（防犯教室の例）

　計画を実行に移すためには、何を目指すの
か、何をするのかを共有（S）することが大切
です。評価後に、改善案を検討する際も、結果
を共有し、具体的な改善案へつなげていきます。

　計画を立てる前には、調査を行い的確に状況を把握し実態を
つかむことは大切です。把握することで、今、重点的に取り組
むことが何かが明確となり、具体的な取組につなげることがで
きます。

・�悪いことをする人は顔を見られるのを嫌うため、手を出
しにくくなる。（挨拶は顔を見てするから）

【直後プラン】
〇全体指導や地区ごとの指導という流れがよかった。
〇期日を休み前に移動したらどうかという意見もある。
△�「一人にならない」という設定は無理がある。「むしろ
一人になった時」の対応策を考えたほうがいい。
「１１０番の家」の周知等。

行事の直後に振り返り
を行うことでより具体
的な改善・計画へ
〈例〉直後プランの実施
と記録

【評価から改善・計画につなげる例】　～行事の直後に振り返り～
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　１２月と２月に学校評価（アンケート）を行ったもの（Ｃ）を比較
　　　　→職員会議等で共有（Ｓ）
　　　　→項目毎に見直し、改善（Ａ）と次の計画（Ｐ）につなげることが大事

【項目例】 質問例 【項目例】 質問例
職場環境 〇学年・チームの雰囲気はよい

〇�学校の教育方針や目標に共感でき�
る　等

授業 〇�授業の最後に振り返る活動を計画的に取り入
れている

〇�生徒の発言や活動の時間を確保している　等
自 律 性 〇業務に充実感を感じる

〇�自己成長や将来像が実感できる　等
学校独自 〇重点取組事項

〇共通取組事項　等
協 業 性 〇課題に対してチームで取り組むことができる

〇校内研修において学校総体で動いている雰囲気がある　等

【学校教育目標につなげる例】
～行事計画作成時の目的に学校教育目標の項目を記入～

令和〇年度　第１回　〇〇教室実施計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇年〇月〇日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇教育担当
１目的
（１�）児童の健康への関心・意欲を高め、心身ともに健やかな児童を育成するために、

健康に関する情報を提供し、よりよい生活習慣の定着を図る。（考動力）
（２�）各種委員会や児童による発表の機会を設定し、発信する側にも保健の知識を深

く理解させる。また、受け手側には、日常生活との関連を意識させることで、よ
り効果を高める。（共感力）

【評価から改善・計画につなげる例】　～レーダーチャートを利用～

県立教育センター作成レーダーチャート

学校教育目標と重点的に育成を目指す資質・能力を常に意識した取組へ
〈例〉「共感力」といったように目指す資質・能力につながる語句の使用

関連する項目ごとに振り返
りを行うことでより具体的
な改善・計画へつながりま
す。

複数回の記録を重ねること
で、項目の変化が可視化され
て見直しのヒントにつなが
ります。
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